
「
コ
ッ
コ
マ
イ
」 

～ 

麹
町
ア
パ
ー
ト
物
語 

～ 

（
初
稿
） 

脚
本 

相
良 

真
美 

 

《
登
場
人
物
表
》 

 
「
麹
町
ア
パ
ー
ト 

２
０
３
号
室
」
の
住
人
た
ち 

 

○
玉
山
淳
之
介 

…
 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
。
真
面
目
に
働
い
て
い
る
の
に
給
料

が
上
が
ら
な
い
の
が
、
最
近
の
悩
み
の
種
。 

○
玉
山
き
よ 

…
 

主
婦
。
物
価
高
の
あ
お
り
を
受
け
、
家
計
の
や
り
く
り

に
苦
心
中
。 

○
玉
山
五
郎 

…
 

淳
之
介
の
父
。
常
に
厳
格
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い

る
。
説
教
臭
く
な
る
の
が
、
た
ま
に
キ
ズ
。 

○
玉
山
ユ
ウ
キ 

…
 

淳
之
介
と
き
よ
の
子
ど
も
。
現
在
、
書
道
家
を
夢
見

て
、
ニ
ー
ト
生
活
。 

（
男
女
ど
ち
ら
で
も
可
） 

   

《
概 

要
》 

 
 

 

都
会
の
ビ
ル
街
・
麹
町
の
片
隅
に
、
人
知
れ
ず
ひ
っ
そ
り
と
佇
む
、
昭
和
の

香
り
漂
う
「
麹
町
ア
パ
ー
ト
」。
そ
こ
に
は
、
人
情
味
あ
ふ
れ
る
様
々
な
人
々

が
暮
ら
し
て
い
る
。 

 

「
麹
町
ア
パ
ー
ト 

２
０
３
号
室
」
に
暮
ら
す
の
は
、
玉
山
一
家
。
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
の
淳
之
介
は
真
面
目
な
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
だ
が
、
昨
今
の
物
価
高
の
あ
お

り
を
受
け
、
一
家
の
暮
ら
し
は
、
決
し
て
楽
で
は
な
い
。
そ
こ
へ
、
備
蓄
米
や

ら
何
や
ら
の
「
令
和
の
米
騒
動
」
が
一
家
を
襲
っ
て
し
ま
い…

…

。 
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《
脚 

本
》 

○
玉
山
家
・
居
間 

晩
酌
を
す
る
淳
之
介
、
家
事
を
す
る
き
よ
、
新
聞
を
読
む
五
郎
、

書
道
の
練
習
を
す
る
ユ
ウ
キ
。 

き
よ
「
お
父
さ
ん
」 

淳
之
介
「（
ビ
ー
ル
片
手
に
）
ん
？
」 

き
よ
「
明
日
、
ス
ー
パ
ー
付
き
合
っ
て
ね
。『
お
米
の
日
』
だ
か
ら
」 

淳
之
介
「『
お
米
の
日
？
』」 

五
郎
、
ス
ー
パ
ー
の
チ
ラ
シ
を
淳
之
介
に
見
せ
る
。 

淳
之
介
「（
チ
ラ
シ
を
見
て
）
備
蓄
米
、
５
キ
ロ
で
１
９
８
０
円…

…

」 

ユ
ウ
キ
「
数
量
限
定
な
ん
だ
っ
て
」 

淳
之
介
「（
他
人
事
で
）
へ
～
」 

五
郎
「『
へ
～
』
じ
ゃ
ね
え
だ
ろ
、
こ
の
バ
カ
ち
ん
が
。
お
前
も
並
ぶ
ん
だ
、

ス
ー
パ
ー
に
」 

淳
之
介
「
え
～
（
め
ん
ど
く
さ
い
）」 

ユ
ウ
キ
「
ね
え
、
見
て
見
て
。
ジ
ャ
ー
ン
」 

 
 

 
 

 
 

ユ
ウ
キ
、
自
ら
書
い
た
筆
字
の
「
備
蓄
米
」
と
い
う
字
を
、
一

同
に
見
せ
る
。 

き
よ
「『
備
蓄
米
』…

…

」 

ユ
ウ
キ
「（
一
同
に
書
を
見
せ
び
ら
か
し
）
ど
う
？ 

米
を
備
蓄
し
て
る
感

じ
、
出
て
る
？
」 

き
よ
「（
ど
ち
ら
と
も
言
え
ず
）
う
～
ん
」 

淳
之
介
「（
嫌
味
で
）
出
て
る
出
て
る
」 

五
郎
「（
本
気
で
）
上
手
い
！
」 

ユ
ウ
キ
「
あ
り
が
と
」 

五
郎
「（
急
に
説
教
じ
み
て
）
ユ
ウ
キ
、
お
前
が
書
道
家
と
し
て
大
成
す
る
頃

に
は
、
じ
い
ち
ゃ
ん
、
死
ん
で
る
と
思
う
け
れ
ど
も
」 

ユ
ウ
キ
「
え
、
そ
ん
な
、
死
な
な
い
で
よ
」 

五
郎
「
ユ
ウ
キ
は
天
才
だ
。
じ
い
ち
ゃ
ん
、
信
じ
て
る
」 

ユ
ウ
キ
「
う
ん
。
あ
り
が
と
う
！ 

（
調
子
に
乗
り
）
よ
っ
し
ゃ
、
お
じ
い
ち

ゃ
ん
に
褒
め
ら
れ
た
記
念
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
（『
備
蓄
米
』
の

書
）、
イ
チ
キ
ュ
ッ
パ
で
売
っ
ち
ゃ
お
う
か
な
～
？
」 

淳
之
介
「
百
九
十
八
円
な
ら
買
っ
て
や
る
」 

ユ
ウ
キ
「
え
～
安
過
ぎ
～
」 
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き
よ
「
ね
え
ね
え
、
そ
れ
に
し
て
も
、
す
ご
い
と
思
わ
な
い
？ 

明
日
、『
古

古
米
』
売
る
の
よ
、『
古
古
米
』。『
古
古
古
米
』
と
か
『
古
古
古
古

米
』
じ
ゃ
な
い
の
に
、
こ
の
お
値
段
。
魅
力
的
だ
わ
。
絶
対
買
わ
な
き

ゃ
」 

淳
之
介
「（
大
し
て
興
味
が
無
く
）
ふ
～
ん
」 

五
郎
「
世
知
辛
い
世
の
中
に
な
っ
た
も
ん
だ
。
令
和
に
も
な
っ
て
『
ニ
ワ
ト
リ

の
餌
』
を
食
う
時
代
が
来
る
な
ん
て
よ
ぉ…

…

」 

ユ
ウ
キ
「『
ニ
ワ
ト
リ
の
餌
』
？ 

え
、
ど
う
い
う
こ
と
？
」 

五
郎
「
昔
は
な
、
古
い
米
を
、
ニ
ワ
ト
リ
に
食
わ
し
て
た
ん
だ
。『
コ
ッ
コ

米
』
の
『
コ
ッ
コ
』
っ
て
、
ニ
ワ
ト
リ
の
事
だ
ろ
？
」 

ユ
ウ
キ
「
違
う
違
う
。『
コ
ッ
コ
米
』
じ
ゃ
な
く
て
、『
古
古
米
』。
古
い
米
よ

り
、
さ
ら
に
古
い
っ
て
こ
と
」 

五
郎
「
古
い
米
で
も
、
米
は
米
。
食
え
り
ゃ
あ
天
国
」 

き
よ
「
ね
ぇ
み
ん
な
、
ち
な
み
に
だ
け
ど
さ
、『
古
古
古
米
』
と
『
古
古
古
古

米
』、
ど
っ
ち
が
良
か
っ
た
？
」 

ユ
ウ
キ
「
え…

…

ち
な
み
に
昨
日
は
？
」 

き
よ
「
昨
日
の
は
『
古
古
古
古
米
』、
先
週
が
『
古
古
古
米
』」 

淳
之
介
・
五
郎
・
ユ
ウ
キ
「（
ど
っ
ち
と
も
言
え
ず
）
う
～
ん
」 

き
よ
「『
古
古
古
古
米
』
っ
て
、
炊
く
時
に
日
本
酒
入
れ
る
と
美
味
し
く
な
る

ん
だ
っ
て
。
だ
か
ら
昨
日
、
や
っ
て
み
た
ん
だ
け
ど
？
」 

ユ
ウ
キ
「（
話
を
合
わ
せ
）
あ
～
や
っ
ぱ
り
ね
。
ん
～
な
ん
か
美
味
し
か
っ
た

気
が
す
る
」 

き
よ
「
そ
う
！
？ 

良
か
っ
た
」 

淳
之
介
「
ま
～
俺
は
ど
っ
ち
も
美
味
か
っ
た
け
ど
な
」 

き
よ
「
あ
な
た
は
味
オ
ン
チ
だ
も
ん
ね
」 

五
郎
「
古
い
米
で
も
、
米
は
米
。
食
え
り
ゃ
あ
天
国
」 

ユ
ウ
キ
「（『
ま
た
言
っ
て
る
よ…

』
と
呆
れ
つ
つ
）
天
国
テ
ン
ゴ
ク
」 

五
郎
「
戦
争
中
は
な
、
カ
ボ
チ
ャ
と
芋
し
か
食
え
な
く
て
」 

ユ
ウ
キ
「（
呆
れ
て
、
ボ
ソ
ッ
と
）
ま
た
始
ま
っ
た…

…

」 

五
郎
「
大
人
も
子
ど
も
も
み
ん
な
、
腹
空
か
し
て
て
よ
ぉ…

…

米
な
ん
て
、
新

し
い
古
い
関
係
な
い
。
食
え
る
だ
け
で
贅
沢
な
ん
だ
。
分
か
っ
た
か
、

ユ
ウ
キ
？
」 

ユ
ウ
キ
「（
ス
マ
ホ
を
い
じ
り
つ
つ
、
適
当
な
返
事
で
）
は
～
い
」 

き
よ
「
そ
う
い
う
わ
け
で
、
お
父
さ
ん
、
明
日
よ
ろ
し
く
ね
。『
備
蓄
米
』、
一

家
族
に
つ
き
一
袋
だ
か
ら
」 
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淳
之
介
「
一
家
族
に
つ
き
一
袋…

…

え
、
じ
ゃ
あ
、
俺
並
ん
で
も
意
味
な
い
よ

ね
？
」 

き
よ
「
ど
う
し
て
？
」 

淳
之
介
「
だ
っ
て
俺
達
、
家
族
じ
ゃ
ん
？
」 

き
よ
「
イ
チ
イ
チ
う
る
さ
い
わ
ね
。
私
と
あ
な
た
は
、
結
婚
前
は
赤
の
他
人
。

だ
か
ら
Ｏ
Ｋ
な
の
」 

淳
之
介
「
い
や
で
も…

…

」 

五
郎
「
俺
も
並
ぶ
ん
だ
。
お
前
も
並
べ
。
ユ
ウ
キ
も
並
ぶ
ん
だ
か
ら
」 

淳
之
介
「
ウ
ソ
ぉ
！
？
」 

ユ
ウ
キ
「
大
丈
夫
だ
っ
て
、
バ
ラ
バ
ラ
に
並
べ
ば
。
う
ち
ら
、
家
族
だ
け
ど
、

全
然
似
て
な
い
し
」 

五
郎
「
そ
の
通
り
。
今
は
『
令
和
の
米
騒
動
』。
背
に
腹
は
代
え
ら
れ
ん
」 

淳
之
介
「
お
前
ら
さ
ぁ…

…
」 

き
よ
「（
話
を
遮
り
、
教
師
風
に
）
は
～
い
、
み
な
さ
～
ん
。
い
い
で
す
か

～
？ 

明
日
、
朝
８
時
か
ら
、
ス
ー
パ
ー
の
正
面
玄
関
で
、『
備
蓄

米
』
の
整
理
券
を
配
る
そ
う
で
す
。
な
の
で
明
日
、
早
起
き
し
て
、

『
備
蓄
米
』
ゲ
ッ
ト
、
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！
」 

五
郎
「
オ
～
っ
！
」 

ユ
ウ
キ
「『
備
蓄
米
』、
ゲ
ッ
ト
だ
ぜ
！
」 

き
よ
「
よ
ろ
し
く
っ
！
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
終
） 


